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地域の恵みを支える人たち地域の恵みを支える人たち
～市内農業者を紹介します～～市内農業者を紹介します～

　新岩手農業共同組合（ＪＡ新いわて）
で働く川戸さんは地域農業をサポート
しています。米や野菜の出荷調整、書
類の確認など農産物の出荷に関する手
続きや、農業者からの相談対応をはじ
め、さまざまな調整をする役割を担っ
ています。　　　　　　　　　　　　
　川戸さんは「市内から安定して輸出
用米の量を確保できるように力をいれ
ていきたい」と話します。農業者が安
心して農作物を生産できるように農業
の基盤を支えています。川戸さんら職
員は、地域の農業と暮らしを補佐する
大切な役割を担い、消費者の見えない
ところで食を支え、地域農業の拡大の
ために挑戦しています。

写真

　上野さんは県内でも数少ない輸出用
米を生産しています。輸出用米とは、
海外で販売されることを目的に、厳し
い審査や基準をクリアして生産される
米のことで、滝沢の米は海外でも注目
を集めています。「米のおいしさを海
外に届けたい」という思いから、中国
やシンガポールなど、主にアジア圏に
輸出されています。　　　　　　　　
　上野さんは滝沢の豊かな自然環境を
生かし、品質の安定や安全管理に細心
の注意を払って米づくりを行っていま
す。厳しい審査を経て海外に輸出され
ていることから、質の高い米が生産さ
れています。こうした輸出の取り組み
は、市の農業の可能性を広げる大切な
一歩となっています。

　酪農を営む鈴木さんは、朝の５時か
ら仕事が始まります。従業員６人で約
120 頭の乳牛を育て、乳牛の健康を第
一に考えながら、毎日の搾乳や牛舎の
清掃、飼料の調整など細かな作業を丁
寧に行っています。作った牛乳は主に
学校給食で提供され、日々たくさんの
子どもたちに飲まれています。　　　
　酪農の魅力を聞くと「魅力がありす
ぎて、まとめられないですね」と笑い
ながら話す鈴木さん。日々の積み重ね
が形になる瞬間や自分の仕事が誰かの
“おいしい” につながる喜び、その一つ
一つが大切な魅力なのだと感じました。
鈴木さんは「牛乳をおいしいと言って
もらえるのが励み」と語り、これから
も乳牛と向き合いながら、よりよい生
乳づくりに取り組んでいきます。
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　滝沢には酪農や米づくり、加工品開発など、さまざまな形で農業に力を注　滝沢には酪農や米づくり、加工品開発など、さまざまな形で農業に力を注
いでいる人たちがいます。今回は滝沢の「農」に関わる４人に、どんな取りいでいる人たちがいます。今回は滝沢の「農」に関わる４人に、どんな取り
組みをしているのか、農業に対する思いを聞きました。組みをしているのか、農業に対する思いを聞きました。

後日差し込み
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　長山さんは、自ら育てたねぎを使っ
た加工品「ねぎジャム」の開発に力を
いれています。ねぎの新たな魅力を伝
えたいという思いで加工品の開発を始
めた長山さん。ねぎ本来の香りと甘み
をどう生かせるのか、日々研究を重ね
ています。ねぎジャムの特徴について
聞くと「どんな料理にも合わせやすく、
脇役ではなく主役として楽しめる味で
す」と笑顔で話しました。　　　　　
　将来的には、販路を開拓し、商品展
開を広げることを見据えています。「販
売までの基盤づくりを行い、地域に貢
献できるように一歩ずつ挑戦していき
たい」と語る長山さん。商品展開への
挑戦が、ねぎの新しい可能性を地域に
広げています。


